
 

 

 

 

 １ 期  日   平成２９年７月１４日（金）・１５日（土）・１６日（日） 

 

 ２ 会  場   川之江体育館（愛媛県四国中央市川之江町1012-48）   

TEL（０８９６）－２８－６２５５ 

 

 ３ 参加人員   １校から監督１名，コーチ１名，マネージャー１名，男子選手１０名以内， 

          女子選手４名以内，計１７名以内とする。 

 

 ４ 競技規則   平成２９年度日本卓球ルールによる。 

  

５ 競技方法 

（１） 団体戦 

  ア 総当たりリーグ戦とする。 

  イ 中央にダブルスを置き，４シングルス，１ダブルスの５試合を行う。 

    ただし，１ダブルスはシングルス１・２番の出場選手だけで組むことはできない。 

  ウ １試合は，１ゲーム１１本先取，５ゲームマッチとする。ただし，１０－１０以降は，２    

   点リードした方を勝ちとする。 

   エ すべての試合に，タイムアウト制を導入する。 

 

（２） 個人戦 

  ア 男女別トーナメント戦による。ただし，出場者が６組（名）以下の場合はリーグ戦とし、

その他については代表者会議で決定する。 

  イ １校から男子はダブルス３組，シングルスは８名まで，女子はダブルス２組，シングルス 

   は４名まで出場できる。 

  ウ １試合は，１ゲーム１１本先取，５ゲームマッチとする。だだし，１０－１０以降は，２  

   点リードした方を勝ちとする。 

  エ シード制を採用するので，順位をつけて申し込むこと。第１，２シード（トーナメント表

のA1,B1）は，前年度の地区大会で当該種目の第１位，第２位の選手とする。その場合，第

１，２シードの選手の所属する学校を，それぞれ当該種目の抽選位置A，Bに配置する。ただ

し，第１，２シードの選手が同じ学校の場合は、A1とA2に入れる。なお，ダブルスにおいて

ペア変更をした場合はこの限りでない。また，該当者が当該種目に出場しない場合は，シー

ド順位を繰り上げる。その他は，各校の申し込み順により，抽選でシードする。 

  オ すべての試合に，タイムアウト制を導入する。 

 

 

卓 球 競 技 



（３） 競技日程 第１日 ７月１４日（金）代表者会議・開会式 

          第２日 ７月１５日（土）団体戦・男子ダブルス・女子ダブルス 

           第３日 ７月１６日（日）男子ダブルス・男子シングルス・女子シングルス・                      

閉会式 

 ６ 参加申込 

（１） 申込期限 平成２９年６月７日（水） 

（２） 申 込 先 〒７９２－８５８０ 愛媛県新居浜市八雲町７－１ 

                    新居浜工業高等専門学校 学生課学生・図書係 

                    TEL（０８９７）３７－７７２７ 

                    E-mail：shuga-c@off.niihama-nct.ac.jp 

（３） 申込方法 所定の卓球競技参加申込書で申し込むこと。 

  

７ 競技の組合せ 

 （１） 期  日 平成２９年６月９日（金） 

 （２） 方  法 開催校の責任において実施し，その結果を各学校に通知する。 

 

 ８ 代表者会議  各チーム必ず監督又はコーチ１名，主将又は選手１名参加のこと。 

 （１） 日  時 平成２９年７月１４日（金） １３：３０～ 

 （２） 会  場 川之江体育館会議室 

 

 ９ 開会式・閉会式 

（１） 開 会 式 平成２９年７月１４日（金） 

         １５：３０から川之江体育館メインアリーナで行う。 

（２） 閉 会 式 平成２９年７月１６日（日） 

         全競技終了後，川之江体育館メインアリーナで行う。 

１０ その他 

（１） オーダー提出は，各試合１０分前とする。 

（２） 試合球は，日本卓球協会公認球４０㎜ホワイトとする。 

（３） ゼッケンは，必ず付けること。ゼッケンのない場合は試合に出場できないものとする。 

    ゼッケンは，１５㎝×２０㎝の白色布に校名と姓を横書きしたもの又は，日本卓球協会 

指定のものとする。 

（４） 参加申込後の選手の変更は，原則として認めない。ただし，特別の理由があるときは，

団体戦に限り代表者会議で認めることがある。変更願は，開催校所定の様式による。 

 

 ◎専門部委員     ○     （Ｔ）      （Ｋ）      （Ｎ） 

   （○印は専門部長）       （Ｄ）      （Ａ）      （Ｙ） 

◎競技審判員     ○ 

   （○印は審判長）    


